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今月のことば ～地道に、淡々と～   京都教会長  佐藤益弘 

新年あけまして、おめでとうございます。 

 弊会機関誌の平成２９年『佼成』１月号に掲載され

ております会長先生ご法話は、「地道に、淡々と」とい

う題であります。前段のご法話では、雪が降ったり、

果物が実ったり、一輪の花が開いたりする事象を通し

て、天地自然は淡々と時を刻みつつ、真理のはたらき

が和することにより、様々な姿を現してくれていると

いうことを教えていただきました。そのような大自然

にならって、人間も地道に、淡々と生きることが大切

であり、それによって大自然と一体化することになる 

ものと思いました。 

私は、ここで敢えて考えたことがあります。今年は

本会の総合目標「一人ひとりの心田を耕す佼成会」が

掲げられて２０年目となり、その締めくくりの年でも

あります。その意味から自分自身、「地道に淡々と心田

を耕す」ことがどれだけできたのかを振り返りますと、

まだまだ至らない自分であると、時には恥ずかしさを

覚えます。先日も、京都のアパートを普段より朝早め

に出たら、交差点に向かうオートバイがけたたましく

警笛を鳴らしながら路上を走ってきました。私は「な

んと喧しい！必要以上に大きな音は出すな！」という

気持ちになり、いささか怒りの気持ちでおりました。

しかし、周囲の人たちは落ち着いて歩いていますし、

自動車を運転する人からも文句は出ず、皆さん慣れて

いるのかもしれませんが、淡々としておられました。

オートバイの運転手を除いて、みなさん素晴らしい人

たちだなと思いました。音にいちいち引っかからず、

不平、不満、文句を言わず目的地に向かって進んでお

られ、立派だなと思いました。それから、ふと思いま

したことは、警笛を鳴らしながら走行しているその人

は、ひょっとして交通安全についての意識が高い人な

のではないかということです。何故なら多くのドライ

バーや歩行者に「気をつけて！」と注意喚起している 

からです。安全を心掛けない人であれば、黙って他車

にぶつかったり、怪我人を出したりするかもしれませ

ん。私は、うるさい人と一瞬思いましたが、実は路上

で、怪我がないよう、事故が起きぬようにと願う思い

やりのある人だったのだと見方を変えることが出来ま

した。そういう体験からも、地道に、淡々と仏道修行

させて頂くことが肝心であると気づきました。今後も

引き続き、心を耕し続けて参ります。 

 

後段では、「志を立てる」ということについて、ご法

話をいただきました。この中ではとくに、道元禅師の

「欣求の志の切なるべき」というお話をお分けくださ

ったところに注目いたしました。「切なる」とは、絶え

ず繰り返すという意味であり、「切なる心」とは一言で

いうと「やる気」であると学んだことがあります。そ

のことを自らの心構えにしつつ、目の前にあることの

一つひとつにていねいに向きあって今年も精進させて

いただきたいと存じます。 

皆様のご健勝とご多幸を心から祈念申し上げます。 

 

【1月 1日をもって教会役員の異動がありました 

のでお知らせ致します】 

総務部長：竹岡千賀（教務部長から異動） 

教務部長：戸田陽子（中央支部長から異動） 

京洛支部長：荒賀千陽（伏見支部長から異動） 

中央支部長：林 希依（新任） 

伏見支部長：石田悦子（新任） 

上記以外の異動はありません。 

今年もよろしくお願い致します。 
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平成２９年、私たちは「育てよう若い力！ 一日一軒、出会いに行こう！」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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京都教会５７周年記念式典 ～建設記録のＤＶＤで感謝の念～ 

12月 5日、京都教会法座席において教会発足５７

周年記念式典が行われ、多くの会員が参拝しました。 

読経供養の後、京都教会建設の記録のＤＶＤ放映、説

法、佐藤教会長のお言葉と続きました。 

建設の記録ＤＶＤは大林組が制作されたもので、当時

の三条通りに京阪電車が走っている様子が映し出さ

れると法座席からは「懐かしい」の声が響きました。

また会員一人ひとりが世界平和や家庭成仏などの願

いを石に記し、２トントラック１台分の祈願石をご本

尊さまご安置の直下３０メートルに礎石として埋め

られた様子では、自身の祈願を思い起こすように気持

ちを新たにしていました。 

古都京都に相応しい建物として屋根の形状を比叡

山の根本中堂など歴史的建造物に倣っていたことや、

建設にあたり種々の技術的な検討を大林組がされて

いたことを知り、改めて感謝の気持ちを持つことが出

来ました。その後、蝦原管理主任から建物の各レリー

フの仏教的な意味の解説がありました。 

佐藤教会長はお言葉の中で、建設の様子をＤＶＤで

拝見して、京都教会の建物に開祖さまの願いを感じる

ことが出来ました。そして歴代の教会長さんや信者さ

んの精進のお陰さまで今日のサンガが形成され、脈々

と法が伝えられてきたことに感謝させて頂きたいと 

 

 
述べられました。また説法の内容に触れ、素直に懺悔

し仏さまの見方をすれば現象が変わると解説されまし

た。最後に会長先生からご指導のあった因果のお話し

をされ、ごみをひらうなどの善いことをしたときは、

すがすがしくなり、またしたいという気持ちになると

説明。善いことをしたら宝くじが当たるというのは因

果ではないと話されると法座席から笑いが起こりまし

た。実践を続けていくことで因果を通して善いものの

見方をしていきましょうと精進を促されました。 

   

 

親睦を深め信仰の大切を確かめ合う 「新宗連京滋合同懇談会」 

12 月 8 日、びわ湖大津プリンスホテルにおいて、

新宗連京都府協議会と同滋賀県協議会のメンバーが一

堂に会し、合同懇親会を開催しました。 

 新宗連の歌の合唱、スローガンの唱和に続き、滋賀

県協議会の左藤議長、京都府協議会の佐藤議長、そし

て新宗連大阪事務所の生田所長のあいさつが行われま

した。 

 今回のアトラクションとして、解脱会の信者さんに

よる「南京たますだれ」で行われ、会場が一気に盛り

上がりました。和気あいあいと楽しい時間を過ごす中

で、メンバー同士の親睦を深め、世界の平和に向けて

協力し合うことを確認していました。  
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佼成学園高校アメフト部 日本一に！ ～全国高校全国選手権大会～ 

 佼成学園高校アメリカ

ンフットボール部「ロータ

ス」が12月 23日、大阪・

キンチョウスタジアムで

行われた「第47回全国高

等学校アメリカンフット

ボール選手権大会決勝」  

の会員も応援に駆けつけました。京都教会からはバス

2台、102人が参加しました。大半がアメフトのルー

ルも分からず、初めて試合を見る人たちでしたが、得

点を重ねるたびに応援にも熱が入り、勝利の瞬間には

大歓喜に包まれました。参加者から「応援に来たのだ

けど、逆に選手のみなさんから感動・感激をもらいま

した」という声が聞かれました。 

 また、関西地区選手権の試合中に倒れた関西学院の

武内選手が、11月 17日に急性硬膜下血腫で亡くなら

れたことを悼み、両チームの選手は武内さんの背番号

「40」のシールをヘルメットに貼って試合に臨んでい

ました。このことを聞いた参加者は「スポーツ精神の

素晴らしさに感動した」と語っていました。 

  

で、関西学院高等部を27-17 で下し、初の決勝進出

で日本一を達成しました。 

 佼成学園は３点先制された直後の第２クオーター

（Q）に林選手が 89 ヤードのキックオフリターンタ

ッチダウン（TD）を挙げて逆転。その後、再びリー

ドを許したが、第３Qに石井選手のＴＤランで13対 

10 と再逆転、さらに林選手がパスインターセプトし

て野沢選手がTDパス、20対 10と引き離しました。 

 これで勝利するかと思われたが、第 4Qの開始早々

にTDを決められ、20対17と3点差に縮まったが、

攻撃の手を最後まで緩めず、終了間際に川上選手が

TDを決めて勝利を決めました。 

 東京からバス13台の大応援団に加え、近畿支教区 

 

青壮年部の宿直者の集い ～お通しの大切さを学ぶ～ 

12 月 11 日、宿直者の集いが行われ、青壮年部の

宿直者およそ 100 名が参加し聖壇での作法の研修と

懇親会が行われました。 

読経供養の後、佐藤教会長ご指導、西田部長による宿

直者の作法研修、支部別討議と続きました。 

佐藤教会長のご指導は、お通しの大切さについて資

料をもとに述べられました。夕方にスーパーでご主人

が家に電話して奥さんに野菜などの値段について買っ

ていいものか話されている。これは立派なお通しだと

説明すると会場から笑みがこぼれました。 

そして、開祖さま、会長先生のお通しについてのご指

導及びその功徳について説かれました。お通しとは順

序次第をつけること、自分の行いがご法に沿っている

かであると教えて頂きました。またその功徳は 

①何ごとも早く、丁寧に出来るようになる（善き習慣

づくり） 

②謙虚な人になれる、心構えをいただける（魅力ある

自分づくり） 

③人さまを安心させることができる（絆づくり） 

④喜んで財施ができる人になれる（本物の菩薩づくり） 

⑤伝える力が身につく（布教者づくり） 

だと教えて頂きました。 

その後、宿直でのお役・作法の確認を行い、聖壇で

の作法と戒名室のお給仕についても入退場の仕方も含

め、確認し合いました。 

各支部に分かれ支部長にも入って頂き、支部の現状報

告や討議を行いました。日頃の宿直を通して感じてい

ること、課題点を出し合ったあと、各支部発表を行い

参加者全員で共有化を図りました。 

その後、会場を移し懇親会を行いました。支部間の交

流を深め来年に向けて精進を誓い合い、和やかな雰囲

気の中でお開きとなりました。 

   

 



４ Ｒ Ｋ Ｋ 京 都 広 報 ２０１７年１月１日 

法華経にみる平和の教え『法華経の世界観』～庭野開祖著『平和への道』より～ 

引き続き、法華経にある譬え（法華七喩）にある『平和の教え』について紹介していきます。今回は法華経

の「化城論品第七」にある“化城宝処（けじょうほうしょ）の譬え”が示す「平和への道程」について学んで

いきます。                                       （編集部） 

……化城宝処の譬えのあらまし…… 

 ある国に、非常に長い、険しい、困難な道があって、猛

獣などが出没する恐ろしい場所の連続でした。ところが、

この道の果てにあるという最高の宝物を求めて、旅を続け

る大勢の人がいました。一行の中に、一人のリーダーが

いて、その人は知恵も優れ、この道がどうなっているのか

を、よく知っている人でした。 

 一行の中には、足弱な人も、根気のない人もいて、途中

ですっかりヘタバってしまい、リーダーに『私たちは、くたび

れきってしまいました。それに、この道はなんだか恐ろしく

て、これ以上行く気にはなれません。ここから引き返した

いのです』と言い出しました。 

 リーダーは、時と場合によって適切に人びとを導く方法

（方便）をよく知っていましたので、険しい道の半ばよりちょ

っと向こうに、一つの大きな城を幻として現わして見せた

のです。そして一同に向かって、『みなさん、もう恐れること

はありません。また、引き返すこともありませんよ。あの城

の中に入って、ゆっくりしなさい。あの中へ入りさえすれ

ば、すっかり安穏になりますよ』と言いました。 

 みんなは大喜びで、その中に入って休息しました。しば

らくして、疲れがすっかり治ったのを見澄ましたリーダー

は、その幻の城を消してしまい、『さあ、行きましょう。宝の

ある場所は、もすぐそこです。今まであった城は、じつは、

わたしが仮に造ったものです。ここで、一休みして、心の

安らかさを取り戻させるための方便だったのです』と一同

を励まし、ついに宝のある場所まで導いてあげ、首尾よく、

それを手に入れたのでした。 

…………………… 

 このたとえも、直接的には仏道の修行について教え

てあるのですが、それはそのまま人生の旅路について 

の教えであり、世界平和の道程を示すものでもありま

す。長い、険しい道というのは、戦争・飢餓・貧困・

人権侵害などに苦しめられる人類の永い歴史です。そ

うした苦しみから逃れるためには、まず、とりあえず

の手段として、安穏な城へ入ることが必要なのです。

その安穏な城というのが、戦争のない、生活も一応楽

になった状態、すなわち暫定的な平和です。 

 しかし、戦争がないという状態だけでは、真の平和

ではありません。そのような暫定的な平和の中に、い

つまでも安住していたいと思っても、そうはゆきませ

ん。なぜならば、それは仮の安らぎであって、根柢の

はる平和ではないからです。いわば幻の城ですから、

いつかは消え去ってしまう運命にあります。 

 真の恒久平和は、もっと向こうにあるのです。すな

わち、すべての人間及び人間の造る諸団体が、わがま

まな貪欲を捨て、宇宙意志のまにまに、自分にふさわ

しい創造のはたらきに邁進することです。それぞれの

個性に応じたはたらきによって、自分をも、他人をも、

世の中全体をも幸せにするものごとを絶えず創造して

いくのです。 

 そうした創造のはたらきは、必ず大きなところで一

種の調和を造り出すものであって、その絶えざる創造

が、あたかもオーケストラのように常におのずから大

きな調和をかもし出していく状態……それこそが恒久

平和、すなわち人類最高の平和なのです。 

 暫定的な平和も、ぜひ必要です。それは一つの道程

に過ぎません。それを一応の休息場所として、いよい

よ恒久平和の道を踏み出していかなければならないの

です。そのためには、どうしても宗教による心の改造

が必要なのです。 

 

１～２月の主な教会行事 ●メッセージ 

1 月 1日(祝) 

4 日(水) 

7 日(土) 

10 日(火) 

15 日(日) 

20 日～27 日 

22 日(日) 

2 月 1日(水) 

3 日(金)  

4 日(土)  

10 日(金) 

15 日(水) 

6:30～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

6:00～ 

10:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

元旦参り 

開祖さまご命日 

ご親教 

脇祖さまご命日 

釈迦牟尼仏ご命日 

寒中読誦修行 

成人式 

朔日参り 

節分会 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

涅槃会・釈迦牟尼仏ご命日 

2016年に公開された映画の一つに「シン・ゴジラ」

がありました。7 月に公開され、いまだに上映されて

いる映画館もあることから、大変人気のある映画です。

娯楽でありながら官邸の描写も本格的なもので、さな

がら政治ドラマを観ているようです。バラエティー番

組で石破元防衛大臣がゴジラという害虫を駆除するに

あたり、自衛隊の出動はあり得ないと述べていました。

しかしゴジラをリモコン操作している某国があるなら

ば、その出動はあり得るといった具合で、ひいては集

団的自衛権まで持ち出して議論しているようでした。

2017年、世界は大きく変動するかもしれません。自

衛隊の他国への武器使用は避けたいものです。 

 


